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「⾐⾷同源」
⽣産の原点は⾷べ物も⾐服も同じ
⾷べ物を選ぶように、ファッションを
選ぶことが⾃然と共存する未来を育む

環境負荷がより低い素材に置き換える
ひとりひとりが１着を⼤事に⻑く着る意識を持つ

地産地消に近づける

原料
↓
製造
↓
販売
↓
消費
↓
循環

原料時点での環境負荷を削減

繊維化までの負荷削減
紡績・織布・染⾊・プリント等各製造⼯程での負荷削減

ここに⾄るまでの運搬エネルギーを極⼒削減
地産地消

購⼊時の選択基準に環境や⼈権を意識する
消費後の⾏き先を考える意識を⾼める

回収・リユース・リサイクルの検討
最終的に分解され⾃然界へ還る



天然繊維を循環させ
持続可能な社会をつくる

農業副産物など
非可食部分繊維利用推進

環境負荷の
少ない

天然繊維の
活用促進

回収・分別

リサイクル後
に

土に還す

原料生産から消費後の
在り方を消費者に伝える

回収・循環の取り組みからスタート



回収・循環は
地域の連携が
必要！

廃棄削減とともに
消費者の環境への
考えるきっかけに

⼀般消費者や
事業者から
地域回収

①現在廃棄されている
⿇袋を緑化資材へ
リサイクル

②⿇袋プランターは
地域緑化や教育に活⽤

③使⽤後の⿇袋プランター
は回収し⼟へ還す年間約100万枚

以上の⿇袋が
焼却廃棄
されていた

廃棄⾐服

コーヒー⾖⿇袋

天然繊維
プランター



⽇本全国の⼦どもたちへ、服育出前授業の実施 沖縄県からスタート



港区 児童館での天然繊維プランターのワークショップ



⿇袋を防草シートに活⽤

沖縄県 シーアイランドコットンの畑
(フードリボン)

⾹川県 ⼟と野菜 協⼒農家さんの琵琶、スイカ等の畑

⿃取県 ⿃取⼤学農学部のホーリーバジル畑



2022.1 2022.7

⼟壌菌が
天然繊維を分解

NICOが
回収した古着

⻑崎での実証実験 天然繊維の古着で野菜が育つことを実証



渋⾕区⽴原宿外苑中学校での⿇袋で⼤根を育てる授業実施（経産省製造産業局⽣活製品課も参加）

2⽉初旬に服育の授業実施予定 今後は渋⾕区内中学８校へ拡⼤実施



渋⾕区⽴外苑中学校にて、前回授業の５ヶ⽉後に、⼤根を育てた⿇袋を⼟に還す取り組みを実施
併せて天然繊維から考えるSDGsの授業を実施



チラシ B5サイズ _182mm × 257mm_裏面

KOMAZAWA MOAI FARM 事務局    http://moai-action.com/

参加ポイントとしてもらえる、MOAI POINT！

 問い合わせ窓口

地域の方が誰でも参加できるファームです。今後ここでいろいろなイベントを開催します。

興味のある方は事務局までお問い合わせください。

参加特典

参加

方法

駒沢大学駅前で誰もが参加できる循環型社会の実装に向けた循環コミュニティ

駒沢 MOAI ファームでのボランティアやワークショップに参加したお客様には、

MOAI POINTをプレゼントいたします。ポイント貯めると様々な商品と交換できます！

環境に優しい行動で素敵な商品と交換しましょう！

本プロジェクトは、駒沢大学駅周辺の事業者、地域住民参加型の環境・循環をテーマにしたファームを運営するものです。

地域で排出される廃棄物を有機肥料に変える、その有機肥料を使い野菜を育てる、地域で消費するなど地域単位での循環

のモデル構築に向けた実証実験として実施します！

KOMAZAWA MOAI FARMとは

お手伝い
有機肥料へ

再生可能
エネルギーへ

地域住民

学生の参加
衣服の回収循環

天然繊維の分別回収
土に還し野菜・
植物を育てる

生ゴミ回収循環

コーヒーかす、生ゴミ
が再生可能エネルギー

と肥料となる

びんの回収循環

びんを洗うリユースの
取り組みでCo2
80%削減へ

賛同団体

事業者の参加

他地域の交流

京都・沖縄他

1 QRコードで

会員登録
2 ワークショップ参加

でポイントゲット！
3 MOAIポイントと

商品を交換しよう！

GET!
駒沢
公園
口

駒
沢
大
学
駅

西
口

東
口

サイ
ゼリ
ヤ

ドト
ール

コー
ヒー

マルエ
ツ真中

店

三菱U
FJ 銀行

自
由
通
り

東 京都世田谷区上馬 3丁目 852 番  

東急田園都市線  駒沢大学駅  徒歩 1分

2023.5〜9 地域資源循環プロジェクトが駒沢⼤学駅前でスタート

・衣服の回収循環
・天然繊維麻袋プランターワークショップ
・天然繊維麻袋で芝育成



天然繊維を循環させ
持続可能な社会をつくる

農業副産物など
非可食部分繊維利用推進

環境負荷の
少ない

天然繊維の
活用促進

回収・分別

リサイクル後
に

土に還す

原料生産から消費後の
在り方を消費者に伝える

天然繊維原料のトレースに取り組む



世界に流通している繊維原材料

⿇・絹・ウール

天然繊維ではコットンが圧倒的⽣産量を占める



⽔の⼤量使⽤ 農薬使⽤量 No.1 児童労働

天然繊維の代表であるコットンの課題に対する持続可能な天然繊維の需要

オーガニックコットンをはじめとした
サステナブルな天然繊維の需要が⾼まっている



未利⽤資源を天然繊維に活⽤

光合成

⼟壌中の炭素・窒素

CO2

微⽣物に
よる分解

農作物⽣産と同時に
農業廃棄物が
膨⼤な量発⽣

放棄・焼却

天然繊維に変え
環境負荷削減に役立てる

ことができる

⽔分が多くそのままでは
燃料にならない

GHG削減へ



パイナップルの葉 バナナの茎
繊維原料となる隠れた農業資源

果実の2~3倍

約6000万t
果実の10倍

約10億t



新たな天然繊維原料のポテンシャル
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葉の量は
果実の2~3倍

約6000万t

茎の量は
果実の10倍

約10億t

単位：100万トン 単位：1000万トン

FAO（国際連合⾷糧農業機関）2019のデータより引⽤

果実 繊維原料になる
未利⽤資源



世界のコットン
年間⽣産量

2700万トン

未利⽤資源由来の天然繊維

パイナップルの葉 バナナの茎

持続可能な天然繊維として⼤きな可能性がある

新たな天然繊維原料のポテンシャル



未活⽤資源である⼤量の葉から天然繊維繊維を抽出

果実収穫後
畑に残る⼤量の葉 天然繊維天然繊維抽出機

FOOD R EBORN
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断⾯構造

1回の処理⼯程とそれにかかる時間

OLD

NEW

0 : 0 0 : 4 0

断⾯構造

SEM

品質UP

繊維抽出機の旧技術との⽐較
繊維の品質⽐較

SEM

リグニン
※⾃社⽐

脱⽔

0 : 0 1 : 0 0 1 2 : 0 1 : 0 0 1 2 : 1 6 : 0 0

0 : 0 0 : 0 5

⽣産効率
UP



⽣産地域と消費地域の地域循環が可能な社会へ

粉砕残渣を
サイレージ化

輸⼊飼料
削減！

再⽣可能
エネルギーへ化学肥料削減！

製品化
繊維抽出機械の無償貸与

各国の
政府機関・農業組織
農家ネットワークの提供

技術・ビジネスモデルLCA：環境負荷削減データ管理

天然繊維循環国際協会
NICO

協定



⽣産地域と消費地域
それぞれの循環が可能な社会へ

粉砕残渣を
サイレージ化

輸⼊飼料
削減！

再⽣可能
エネルギーへ

消費者から
届く

⽣分解性材料
メーカー

紡績・アパレル
メーカー

アパレル
ブランド

飲⾷店
ホテル等

消費者＝ファン
【持続可能な

社会への協⼒者】

Thank 
you!

化学肥料
削減！

⽣産者から
届く

Thank 
you!

消費後の行方を考える



なぜ繊維のリサイクル循環モデルが機能していないのか？

世界の繊維利用比率

繊維廃棄量
年間

210万トン

天然繊維100%は少ない
ほとんど化学繊維入り

リサイクル循環の課題

・混紡しているものが多く化学繊維だけの分別が難しい
・化学繊維だけを分別できたとしても、ポリプロピレン
や塩ビナイロンなどの種別を分けることも非常に困難

天然繊維１００％の繊維なら
付加価値が高い再利用ができる

シーツ、タオル、靴下などが
一般的に100%天然繊維が多い

天然繊維
だけだと

21万トン
(予測値)

24



NICOの活動全体
アパレルメーカー リネンサプライ 地域コミュニティ⾃治体・教育機関

・⽣地の端材 ・廃棄のタオル・シーツ等 ・分別された天然繊維製品

天然繊維
分別回収

天然繊維

化学繊維

糖化発酵

化学繊維
回収・再⽣
取り組みと連携

地域へ還元

メタンガス

再⽣可能
エネルギー

メタン発酵

・ストロー
・カトラリー製品
・⽣分解繊維

発電
OEM⽣産

化学メーカー

バイオ
素材原料

バイオ素材
製品

販売

CO2
削減枠

還元・販売

糖化後の
残渣

農家

液肥
（有機肥料） アンモニア

天然繊維の⽣産から廃棄・再利⽤までのLCAを分析・DX化

社会実装に向けた
⼩中学校への服育の授業
学⽣との緑化活動など

⽣ゴミ
使⽤済みバイオ
素材製品

天然繊維提供企業に
CO2削減枠を還元

LCAシステム
開発

有機野菜

地域へ還元
使⽤後はメタン化


